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Reiko KAWAMORITA††††††, Atsushi KOKUBO†††††††, Toshihiko ISHIYAMA††, Yutaka HASHIZUME†††††††† , 




  The 2017 open college of Hachinohe Institute of Technology (HIT) was held to present regional citizens 
with the results of the research and education. The theme of the open college was "disaster prevention, 
disaster reconstruction from the 2011 Tohoku earthquake and tsunami, measures against global warming, 
environment and energy", and these aims ware to give the opportunity for understanding each other and to 
contribute to the development of culture and industry in the community. The open college has eleven 
unique programs, which consists of the marine ecology, the town planning, the regional culture, the liquid 
crystal display, and so on. About 836 persons attended the HIT open college in total, and it was closed 
successfully. 
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開催部局：工学部 ? バイオ環境工学科 
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タRaspberry Pi 3 Model Bを用いた。そして、画面
の中でブロックを組み合わせてプログラミング
する Scratch で、子どもたちに人気の箱庭ゲーム





図 3.6.1? Raspberry Pi Model 3（左下）で Scratchと
Minecraft Pi Editionを起動 

















表 3.6.1  講座の構成 
単元 時間 内容 
プログラミン
グ環境の紹介 
30分 Raspberry Pi， 












Minecraft Pi  
Edition プログ
ラミング 


































図 3.6.3 ? 公開講座の様子 
 
表 3.6.2?  参加者の内訳（人数） 
学校? 男? 女? 合計?
小学校高学年? 7 4 11 
中学校? 6 0 6 
高校? 0 0 0 
 
表 3.6.3 ? 参加者の感想（人数） 
スコア 
5が高く，1が低い 5 4 3 2 1 
講座が楽しい 15 2 0 0 0 
講座がわかりやすい 12 5 0 0 0 
資料の説明 12 5 0 0 0 
講師の説明 12 5 0 0 0 
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図 3.7.2? 電子サイコロ 
 
 
写真 3.7.1? 電子サイコロ組立の様子 
 






13：05～13：40 サイコロ組立 1 
13：40～13：50 休憩 
















































































































































図 3.7.2? 電子サイコロ 
 
 
写真 3.7.1? 電子サイコロ組立の様子 
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9 月 23 日（土）に八戸工業大学土木建築棟に
おいて優秀作品の選考会を行った。審査員は、
下記の方々に依頼した。 
委員長? 小藤? 一樹 
八戸工業大学? 土木建築工学科・感性
デザイン学科? 准教授 
委? 員? 関川? 幸子 
八戸学院大学? 人間健康学科? 教授 
委? 員? 豊川? 悠 
八戸工業大学? 非常勤講師・（株）石
川設計 
委? 員? 日野? 智之 
デーリー東北新聞者? 編集局総務・読
者広報室長 
委? 員? 吉田? 幸司 
八戸市教育委員会 教育部長?  
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◇ポスター展・体験学習：11 月 11 日（土）～
11 月 12 日（日）、ポータルミュージアムは
っち 
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図 3.9.2? 体験学習の様子 
 


























































































本講座は、2016 年 12 月に開館した、八戸市直
営の書店八戸ブックセンターを利用し、八戸市
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図 3.9.2? 体験学習の様子 
 











と、この 2 項目に対する回答で約 97％の良い評
価を頂き、参加して頂いた市民の皆様に土木の
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ブラウン管は自分で光を出している。一方、液
晶は周囲の太陽や LED ランプなどの光を利用
して表示を行なっている。自分で光る必要が無
い為、電池だけで十分動かすことが出来る。特
長には、①低電圧、②低消費電力、③薄型、④
軽量などが挙げられる。 
本講座は昨年から開始し,2 年目を迎えた。内
容は液晶パネルの製作と駆動回路の製作の 2部
構成とした。昨年は、それぞれ個々の部品を製
作する形で進めたが、今年は一歩進めて、両者
を一体化して 1パックとする設計を行った。図
3.11.1 は 公開講座参加を呼びかけるポスターで
あり、予め試作した写真を掲載した。写真
3.11.1 は液晶駆動回路の説明を行っている様子
である。液晶表示素子は電気化学反応による劣
化を抑えるために交流駆動が必要である。佐々
木准教授がこれを担当し、新たに電池 1本から
交流波形を生み出す回路を設計し、受講者に製
作してもらった。最終的には全員が表示するこ
とができ安堵した。 
 
写真 3.11.1? 佐々木准教授による製作手順の説明を熱心に聞
く受講生 
なお、透明電極の付いたガラス基板洗浄過程
では、作業が少なくなるため、身の回りにある
道具を使った光マジックを披露した。写真
3.11.2 がその様子である。一般には光は明度、
彩度、色相という色覚を中心とした概念で捉え
らているが、電磁波という捉え方をすると様々
な制御が可能であり、日常的なイメージとは異
なったダイナミックな挙動ができることを実感
してもらえたと思う。 
 
写真 3.11.2? 意外に気づかない光のマジックを注視する受講
生 
?3??受講者の反応?
受講者の反応は概ね良好で、終了後のアンケ
ートでは講演内容についてほとんどの受講者が
「分かりやすかった」と回答していた。なお、
以下のような自由意見が寄せられた。 
 ・半田付けの作業も全部やってみたかった。 
・液晶への出力を制御するプログラムについて
（ハードウェアとソフトウェアの境界部分）
聞きたい。 
・もっと現象の背景にある理論ぬついても話が
あると面白そうだった。回路についても聞き
たかった。 
講座では、駆動回路の理解組み立てに時間が
少なかったことから、今後時間配分をバランス
良く行う必要がある。 
?4??総括?
受講者は 10歳代から 40歳代と幅広い層を対
象とした講座であった。製作が主体となること
から、受講者のスキルの違いにより、幅広い対
応が求められることを懸念したが、比較的スム
ースに進行することができた。これには、4 年
生と大学院生からなる講座支援スタッフの存在
が大きかった。 
昨年の受講者からは実験や物づくり関係の場
合、小学生以上から親子でできるようなものも
希望する旨の主旨が寄せられ、高校生以上を中
学生以上に対象を拡大したが大きなトラブルは
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